
 

ぼうさい通信 Vol.34 

 

 

今月のテーマは・・・「土砂災害～過去の出来事から学ぶ～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県立湧心館高等学校  令和 2年 6月 16日発行 

【雲仙普賢岳噴火災害とは】 
近年大雨による風水害がクローズアップされることが多い。長崎県の話で２９年前の

出来事となるので、近年の熊本県の高校生にはあまり知らない話かもしれないが、火山

活動と関連した梅雨の時期の土砂災害も考えていかねばならない。 

１９９１年（平成３年）６月３日１６時８分頃、長崎県の島原半島にある雲仙岳（普賢岳）で大

規模な火砕流が発生し、４３人が死亡・行方不明となった。前年の１９９０年（平成２年）から

１９８年ぶりに始まった噴火活動が、この年、活発化し、５月には地獄跡火口に溶岩ドーム

が形成され、この溶岩ドームの崩落による火砕流や噴火後の降雨により土石流・泥流が

頻発していた。 

１９９６年（平成８年）６月３日の終息宣言までに計４４人が犠牲になり、建物被害は２５１１

棟、被害総額は２２９９億円に及んだ。噴火で形成された溶岩ドームはペイペイドーム（福

岡市）約５３杯分の１億立方メートルと推定され、今なお崩壊の恐れがある。 

なお、この災害では、避難勧告区域内にいた消防団員や報道関係者、研究者らが多

数犠牲となり、火山活動の情報提供にも課題を残した。 
 

↓火砕流発生時の様子      ↓雲仙普賢岳火砕流・土石流発生後の上空写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                



 

 

 

 

●大雨、台風、風水害、土砂災害時の熊本県の防災情報 
ＱＲコードを読み込んでいざという時に確認できるようにしておこう。 

「熊本県防災型統合システム」→      

●過去の湧心館高校の「ぼうさい通信」 
 本校のＨＰにアクセスしてみよう。 

       ＨＰ https://sh.higo.ed.jp/yusinkan/ぼうさい通信（毎月 16日発行） 

 

【感染症禍における自然災害時の避難の注意点】 

 
 


